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短 日 下 で 得 ら れる 成虫 ( 短 日 型 ) は 暗色 で 大 型 で あり , ONo & NAKAsu (1980) に よっ て , 長 日 型 
と 比べ る と 産卵 前 期間 が 長く , 総 産卵 数 が 少な く , また , 特に 雌 に お いて 飛翔 活動 性 が 高い な ど 移 動 
相 的 な 性 格 を も っ て いる こと が 確 め られ た だ. 短 日 型 が 移動 を 行なう と 考え れ ば 秋 の 世代 の み 移 動 す る 
こと は 説明 で きる が , 越冬 世代 成虫 の 約 半 数 も また 短 日 型 で あり , この 世代 の 成虫 も 移動 し て いる 可 
能 性 が ある . 2) 移動 の 観察 記録 が 午前 9~10 時 頃 に 集中 し て いる の は な ぜ か ? 移動 革 代 の 帆 を 高 
槻 市 の 賠 場 で 採集 し , 室内 の 準 自然 条件 下 に お いた . 羽化 は 約 73% (N=48) の 個体 で 夜半 か ら 午 前 
8 時 項 ま で の 間 に 行 な ち れ た . これ ら の 成虫 が 短い teneral 期 終了 後に 次 々 と 移動 に 参加 する と 考え 
れ ば , 移動 の ピー ク は 午前 9~10 時 頃 と いう こと に な る だ ろう . それ で は , 3) 移動 は 本 当 に その 日 
に 羽化 し た 成虫 に よっ て 行わ れる の だ ろう か ? 今年 (1980 年 ) 9 月 1 日 に 奈良 県 萬 城山 山頂 に お い 
て 移動 中 の 個体 を 採集 し , 70% アル ュー ル 液 で 固定 し た . これ ら の 雌 の 腹部 は 脂肪 体 で 満た され て お 
り , 卵巣 未成 熟 の 状態 で あっ た . 羽化 後 , 移動 世代 の 成虫 を 約 25"C 下 で 飼育 する と 翌日 に は すでに 
小さ な 未成 熱 卵 が 確認 され る と ころ か ら , 移動 中 の 個体 は 当日 羽化 し た も の と 考え て も 良さ そう で あ 
る . 

その 他 , 移動 の 意義 , 移動 距離 , 移動 の 観察 され る 地域 が 限ら れ て いる こと な ど 疑 問 は つき な い が , 
今後 の 課題 と し た い . 





16. ホタル ガ の 生活 史 と 光 周 反応 小畑 上 路子 ・ 常 訓 豊 ・ 石 井 実 (近畿 ) 

ホタル ガ (Pidorus glaucopis) は , マダ ラガ 科 の 中 で は , 数 少な い 年 2 化 の 種 で ある . 京都 で は , 
第 1 化成 虫 が 6 月 下旬 か ら 7 月 中 旬 , 第 2 化成 虫 が 9 月 下旬 か ら 10 月 上 旬 に 出現 する . その 生活 史 
に お いて , 夏 と 冬 の 2 ヵ所 に 不明 な 部 分 が 存在 する の で , それ を 明らか に する た め に , 第 1 化成 虫 が 
生ん だ 卵 を 産卵 直後 か ら さ ま ざ ま な 温度 , 光 周 条件 下 に 置い て , 各 ス テー ジ の 長 さ ( 卵 期 , 幼虫 期 , 
前 映 期 , 映 期 ), お よび 蝶 化 率 , 羽化 率 な ど を 比較 し た . 

まず , 高温 (2%C) の 長 日 (16L) と 短 日 (12L) の 間 で は , 卵 期 ・ 幼 虫 期 の 長 さ に 有意 差 が な い の 
に ゃ も か か わら ず , 前 典 期 は 長 日 で 非常 に 長く な る (16L: 23.12 日 , 12L: 4.08 日 , い ずれ も 平均 ) . 
次 に , 中 温 (20 ひ , 低温 (4 では, 短 日 条件 下 (12L, 8L) で の み , か っ 色 で 超過 脱皮 を 行なう 
幼虫 (3 令 , 4 令 ) が 出現 し , これ は , 休眠 型 の 幼虫 で ある と 思わ れる . 

以上 の 結果 と 野外 で の 観察 を 合わ せ て 考え る と , ホタル ガ は , 前 映 の 状態 で 夏 を 越し , 休眠 型 幼 昌 
が 超過 脱 度 を 行なっ て 冬 を 越し て いる 可能 性 が 示 吹 され る . この 前 踊 夏 眠 と いう 現象 は ), すでに 報告 
され て いる ウス バツ バス メ の 例 (本 学会 第 24 回 大 会 ) と よく 似 た も の で ある と 思わ れる が , ホタル ガ 
の 場合 は , 日 長 と と も に 温度 に よる 影響 も 大 きい よう で ある . 











17. 霧島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 生活 環 荒 川 良 (九州 ) 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 九州 本 島 で は 年 2 化 と 言わ れ て いる が , 宮崎 ・ 鹿 児島 県 境 の 霧島 山 群 の 高地 
で は , 年 2 化 の も の と 年 1 化 の も の が 混在 し て いる こと が 報告 され た (田中 , 1974)、 一 般 に 季節 型 や 
化 性 に つい て は 光 周 反応 や 発育 速度 を も と に 論じ し られ る の で , 霧島 山 知 の を び の 高原 (標高 1200 m) 
で 7 月 に 採集 し た 本 種 春 型 を 母 葉 と し て 得 ら れ た 卵 を 材料 に し て それ ら を 調べ , えび の 高原 に お ける 
本 種 の 生活 環 を 推測 し た . 

光 周 反応 の 実験 は 20"C の 条件 で 鋼 化 させ た 幼虫 を 20°C で 12 時 間 か ら 17 時 間 ま で の 1 時 間 間 隔 
の 日 長 条 件 の も と で , ネ ザ サ を 与え て 飼育 し た . その 結果 , 本 種 は 長 日 型 の 光 周 反応 を 示し , 14 時 間 
まで の 短 日 条件 で は 100% が 休眠 映 と な り , 15 時 間 以 上 で は 100% 非 休眠 踊 と な り 夏 型 成虫 が 羽化 
し て きた . この 結果 臨界 日 長 は 14 時 間 30 分 と 考え られ た . 発育 速度 に つい て は , 15°C か ら 27.5°C 
まで 2.5C 間隔 の 温度 条件 , 15 時 間 照明 で 卵 , 幼虫, 映 期 を 通し て 飼育 した. 温度 と 卵 , 幼虫 , 遇 
それ ぞ れ の 発育 速度 (発育 期間 の 逆数 ) に は 高温 部 を 除い て 明らか な 相関 関係 が 見 られ , 卵 , 幼虫 , 
疫 の 発育 零 点 は それ ぞ れ 7.82°C, 2.48°C, $.23?C と な り , 各 ス テー ジ の 発育 を 完了 する の に 必要 な 
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温 量 は 102 日 度 , 704 日 度 , 263 日 度 と な っ た . 

以上 の 結果 を も と に 光 温 図 表 を 作成 する と , えび の 高原 で は 本 種 は 年 2 化 の 生活 環 を 持つ こと が 考 
えら れ た . 野外 で 7 月 に 春 型 成虫 の 見 られ る 原因 に つい て は , 第 2 化成 虫 ( 夏 型 ) か ら 生 じ た 次 世代 
が , 年 内 に 全 幼 虫 期 の 発育 を 完了 で きず , 幼虫 で 越冬 し 翌年 再び 発育 を 続け る た め に 第 1 化成 虫 の 羽 
化 時 期 が 遅れ る (この 場合 年 1 化 に な る ) こと と , えび の 高原 より 更に 高地 で は 温度 か ら み て 本 種 は 
年 1 化し か で き な い こと が 考え られ る の で , 年 1 化 と 年 2 化 の も の が それ ら の 中 間 の 標高 地 で 混在 す 
る こと の 2 つの 可能 性 が 考え られ た . 





18. キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 2 種 の 光 周 反応 と 生活 史 一 その ユー 谷 音 (関東 ) 

関東 産 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 発育 速度 と 光 反 応 に つい て は 鱗 期 学会 (第 26 
回 ), 生態 学会 (第 27 回 ) 等 で すでに 報告 し た . 今回 は これ ら と 比較 する た め に , 山口 県 厚狭 産 の サ 
トキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 発育 速度 , 光 周 反応 お よび 日 長 感受 期 等 に つい て 報告 する . 材料 は 第 1 化成 虫 の 
雌 ょ り 採 卵 し て 得 た 個体 を 用 い , 幼虫 に は アズ マネ ザ サ を 与え た . 結果 は 次 の よう で あっ た . 

1. 発育 速度 . 幼虫 期 は 各 飼 温度 (25°, 22°, 19°, 16°C) に お いて 東京 産 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ より 
多く の 日 数 を 要 し た . 期 期 は 22C で は 有意 差 が 認め られ た が , 25°, 19"C で は 差 は 見 られ な か っ た . 

II. 光 周 反応 . 12 時 間 か ら 15 時 間 ま で 30 分 毎 に 7 段階 の 光 周 期 (温度 22°~28°C) で 幼虫 を 飼育 
し た 結果 , 14 時 間 以 下 の 日 長 で は すべ て 休眠 踊 と な っ た の に 対し , 14.5 時 間 以 上 の 日 長 で は すべ て 
不 休 有 眠 帳 と な っ た . これ より , 厚狭 産 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 臨界 日 長 は 14 時 間 15 分 付近 に ある 
と 考え られ る . 

HI. 日 長 感受 期 . 日 長 を 感受 する 幼虫 の 令 期 を 明らか に する た め に 下記 の 6 処理 区 (温度 22°~28°C) 
を 設け た . 1. 全 幼 虫 期 短 日 条件 (12L). 2. 1 令 長 日 条件 (15L), 以後 短 日 条件 . 3. 1~2 令 長 日 条 
件 , 以後 短 日 条件 . 4. 1~3 令 長 日 条件 , 以後 短 日 条件 . 3. 1~4 令 長 日 条件 , 5 令 短 日 条件 、6. 全 
幼虫 期 長 日 条件 . その 結果 1 こ 4 の 処理 区 で は 100% 休眠 踊 と な っ た の に 対し , 5 で は 43%, 6 で 
は すべ て 不 休眠 端 と な っ た . これ より , 少な く と も 休眠 の 最終 決定 は 4~5 令 で 行なわ ち れ る と 考え ら 
れる . 


19。 クロ ミド リ シ ジ ミ Favonius yuasai SHIROZU の 卵巣 休眠 に 関す る 研究 
三枝 豊平 ・ 稚 田 恵 ・ 佐 々 木 公 隆 (九州 ) 
クロ ミド リン ジミ は 年 1 化 性 で 早春 に 卵殻 を 腕 出 し た 1 令 幼 虫 は クヌギ , アベ マキ の 新芽 を 食っ て 
生長 し , 初夏 に は 遇 化 し て 間もなく 羽化 する . 雄 成虫 は 短命 で ある が , 雌 成虫 は 9~10 月 まで 生存 
し , 9 月 以後 に 産 罰 す る . 卵 は 短期 間 で 豚 発 生 を 完了 し , 1 令 幼 虫 は 卵 朋 内 に と ど ま っ て aestivo- 
hibernation を 続け 翌 春 英 化 する . 九州 熊本 県 菊陽 町 産 の 本 種 の 母 喋 か ら 採 誰 し し これ を 飼育 し て 得 
た 処女 肉 を , 20° 圭 1°C の 恒温 条件 下 で 個体 飼育 を 行ない , 1 日 1 回 局 法 峰 密 の 10% 水溶 液 を 給餌 
し て 卵 形成 に 関わ る 光 周 期 の 影響 を 調べ た . 卵 形成 の 指標 に は カル ノア 液 で 固定 し た 各 卵 巣 小 管内 の 
最大 卵胞 直径 を 用 いた . 材料 は 各 日 齢 4~5 頭 で あ っ た . 羽化 当日 より 15L9D ( 明 期 15 時間 暗 期 9 
時 間 ) と 12L12D に お いた 場合 , 15L2D の 長 日 条件 下 で は 30 日 齢 に 達し て も すべ て の 個体 で 卵胞 
の 発育 は 停止 し , 稀 に 360x に 達し て も 卵 吸収 が み ら れ た が , 12L12D で は 日 齢 10 日 で 卵 形成 の 進 
行 が 顕著 に な り , 日 齢 17 日 で 全 個 体 に 成熟 卵 が 形成 され た . 羽化 当日 より 15 日 間 13LHD に お く 
と 全 個 体 で 卵 形成 が 起こ り , 14L10D で は 全く 起こ ら な か っ た . 羽化 当日 より 30 日 間 15L2D に お 
いた あと 各 光 周 条件 に お いた 場合 , 日 長 12 こ 13h で は 卵 形成 率 は 100%, 13.Sh で 75%, 14h で 
25%, 14.5~15h で 0% で あっ た . 比較 に 用 いた ウラ ジロ ミド リン ジミ 友 saphirinus (対馬 産 ) で 
は で 1SL9D で 全 個 体 が 卵 形成 を 開始 し た . クロ ミド リン シジミ で は 長 日 条件 に よっ て 卵巣 の repro- 
ductive summer diapause が 維持 され , これ は 短 日 条件 で 消去 され , 消去 に 働く 臨界 日 長 は 13 時 間 
45 分 で ある . 本 種 の 卵巣 夏 眠 は , 雌 の 頂 芽 部 産卵 性 と 密接 に 関連 し た も の で , 食 樹 に 安定 し た 産卵 
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